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【第7回】
ＥＲＭへのＥＳＧの組込み

PwCあらた有限責任監査法人
公認会計士

佐々木　康之

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●リスクマネジメントにおいてＥＳＧ関連リスクを取り扱うことで、企業がより長期的な
目線を持ち、効果的なリスクマネジメントを実行していくことができる。
●ＥＳＧ関連リスクをリスクマネジメントで取り扱うために、具体的な項目レベルでの
検討を行うことが有用である。

●実効的な取組みを行うために、ＥＳＧを所管する部署とリスクマネジメントを所管す
る部署との間の連携がますます重要になる。

【連載スケジュール予定】
第1回 そもそもESGとは 2020年10月20日号（№1592）
第2回 ESG情報開示①～何が企業に期待されるのか～ 2020年11月1日号（№1593）
第3回 ESG情報開示②～データ品質マネジメントと第三者保証～ 2020年11月20日号（№1595）
第4回 ESG情報開示③～日本企業の現状と課題～ 2020年12月10日号（№1597）
第5回 気候変動への対応①～内部炭素価格の考え方と導入上の論点～ 2021年1月10・20日号（№1600）
第6回 気候変動への対応②～再生可能エネルギー導入の方法と意義～ 2021年2月10日号（№1602）
第7回 ERM（エンタープライズリスクマネジメント）へのESGの組込み 2021年2月20日号（№1603）
第8回 非財務情報管理のダッシュボードの導入 2021年3月1日号（№1604）
第9回 コーポレートファイナンスとESG 2021年3月10日号（№1605）

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

定
義
と
直
近
の
動
向

ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
組
織
委
員

会（C
om

m
ittee of Spon

sorin
g 

O
rganizations of the Treadw

ay 
Com

m
ission

、
以
下
、「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
」と

い
う
）の
全
社
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト（
以
下
、「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
」と
い
う
）で
は
、
Ｅ

Ｒ
Ｍ
を「
組
織
が
価
値
を
創
造
し
、
維
持

し
、
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て
リ
ス
ク
を

管
理
す
る
た
め
に
依
拠
す
る
、
戦
略
策

定
な
ら
び
に
実
行
と
一
体
化
し
た
カ
ル

チ
ャ
ー
、
能
力
、
実
務
」で
あ
る
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
組
織
が
戦
略
と
一
体
的
に
運
用

し
て
、
実
施
・
活
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
戦
略
レ
ベ
ル
で
一
体
的
に
考
え
る

た
め
、
リ
ス
ク
を
個
別
の
事
象
か
ら
生
じ

得
る
損
失
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
み
で
な

く
、
企
業
戦
略
の
方
針
や
決
定
事
項
に
基

づ
き
、
今
後
生
じ
得
る
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ

ス
の
両
面
で
の
業
績
へ
の
影
響
を
考
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

従
来
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
務

の
な
か
で
取
り
扱
う
リ
ス
ク
は
、
費
用
や

損
失
に
つ
な
が
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
後
ろ
向
き
な

開示からファイナンスまで

ESGの基礎知識
開示からファイナンスまで

ESGの基礎知識

活
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
、
東
日
本
大
震

災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
っ
た
未
曾
有
の

危
機
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、
企
業
は

戦
略
リ
ス
ク
や
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
リ
ス
ク
を

意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
戦
略
リ
ス
ク
が
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
な
か
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
全
社
で
取
り
組
む
べ
き
前
向

き
な
活
動
で
あ
る
と
い
う
認
知
が
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
収
益
や
損
失
に
つ

な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
な
リ
ス
ク
を
取
り

扱
う
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
結
果
、
比
較

的
短
期
的
な
事
象
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
一
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
組

み
が
将
来
の
業
績
や
株
価
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
伴

い
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
な
ど
の
中
長
期
的
な
課
題
や

取
組
み
に
も
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

２
０
１
７ 

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ 

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
概
要

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
詳
細
に
入
る
前

に
、
現
在
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
説
明
を
行
う
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
が
従

来
公
表
し
て
い
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
は
、
リ
ス
ク
と
は「
目
的
達
成
を
阻

エンタープライズリスクマネジメント
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害
す
る
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
が
生
じ
る
可

能
性
」で
あ
る
旨
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
事
象
を「
リ

ス
ク
」、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
事
象

を「
事
業
機
会（opportunity

）」と
整
理

し
て
い
た
。
一
方
、
２
０
１
７
年
の
改
訂

に
よ
り
、
リ
ス
ク
と
は「
事
業
戦
略
お
よ

び
ビ
ジ
ネ
ス
目
標
の
達
成
に
影
響
を
与
え

る
不
確
実
性
」で
あ
る
旨
が
明
示
さ
れ
て

お
り
、「
リ
ス
ク
」と「
事
業
機
会
」を
コ
イ

ン
の
表
裏
の
関
係
の
よ
う
に
区
別
す
る
の

で
は
な
く
、
両
者
を
あ
わ
せ
て「
リ
ス
ク
」

と
し
て
整
理
し
直
し
て
い
る
。

こ
の
変
更
に
よ
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
し
て
、
従
前
は
、
マ
イ
ナ

ス
の
事
象
に
備
え
る「
守
り
」の
イ
メ
ー

ジ
、
さ
ら
に
は
管
理
部
門
の
仕
事
で
あ
る

と
誤
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
事

業
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
標
に
関
わ
る「
攻

め
」の
部
分
も
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

対
象
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
経
営
者
等

の
仕
事
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
リ
ス
ク
を「
戦
略
」

や「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」と
統
合
し
、
一
体

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
戦
略
か

ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
リ

ス
ク
と
統
合
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
タ
イ
ト
ル
は「Enterprise Risk 
M

anagem
ent-Integrating w

ith 

Strategy and Perform
ance

（
全
社

的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
戦
略
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
統
合
）」と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
な
か
で
は
、

戦
略
策
定
時
や
日
常
業
務
に
お
い
て
も
リ

ス
ク
を
関
連
づ
け
て
意
思
決
定
を
行
う
こ

と
や
、
目
標
と
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

達
成
す
る
た
め
に
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
ど

れ
だ
け
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を

決
定
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
企
業
に
と
っ

て
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
実
務
で
あ
る
の

で
、
今
後
、
経
営
者
が
検
討
す
べ
き
課
題

の
１
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

旧
Ｅ
Ｒ
Ｍ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い

て
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
８
つ
の
相
互
に
関
連
す

る
構
成
要
素（
①
内
部
環
境
、
②
目
的
の

設
定
、
③
事
象
の
識
別
、
④
リ
ス
ク
の
評

価
、
⑤
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
⑥
統
制
活

動
、
⑦
情
報
と
伝
達
、
⑧
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

か
ら
な
る
と
さ
れ
、
内
部
統
制
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
キ
ュ
ー
ブ（
立

方
体
）に
な
ら
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
―
Ｅ
Ｒ
Ｍ

キ
ュ
ー
ブ
と
し
て
図
示
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
改
訂
版
Ｅ
Ｒ
Ｍ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
お
い
て
は
、
構
成
要
素
自
体
が
見
直

さ
れ
、
５
つ
の
相
互
に
関
連
す
る
構
成

要
素（
①
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
カ
ル
チ
ャ
ー
、

②
戦
略
と
目
標
設
定
、
③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

（図表１）　COSO全社的マネジメントフレームワーク

（出所）　COSO・WBCSD「全社的リスクマネジメント」（2018年10月）７頁

ミッション、ビジョン
およびコアバリュー 

戦略の策定 事業目標の体系化 実践とパフォーマンス 価値の向上

ガバナンスと
カルチャー レビューと修正 情報、伝達および報告戦略と目標設定 パフォーマンス

1. 取締役会によるリスク監視
を行う
2. 業務構造を確立する
3. 望ましいカルチャーを定義
づける
4. コアバリューに対するコミッ
トメントを表明する
5. 有能な人材を惹きつけ、育成
し、保持する

6. 事業環境を分析する
7. リスク選好を定義する
8. 代替戦略を評価する
9. 事業目標を組み立てる

10. リスクを識別する
11.  リスクの重大度を評価
する

12. リスクの優先順位づけ
をする

13. リスク対応を実施する
14. ポートフォリオの視点を
策定する

15. 重大な変化を評価する
16. リスクとパフォーマンス
をレビューする

17.  全社的リスクマネジメン
トの改善を追求する

18. 情報とテクノロジーを有
効活用する

19. リスク情報を伝達する
20. リスク、カルチャーおよび
パフォーマンスについて
報告する



経理情報●2021.2.20（No.1603）59

ス（
実
行
）、
④
レ
ビ
ュ
ー
と
修
正
、
⑤
情

報
、
伝
達
お
よ
び
報
告
）か
ら
な
る
と
さ

れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
─
Ｅ
Ｒ
Ｍ
キ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
図
示
は
廃
止
さ
れ
た
。

リ
ス
ク
、
戦
略
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

関
連
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
新
た

に
図
表
１
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

改
訂
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
内
部
統
制
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
同
様
に
、
ど
の
よ
う
な
組
織
に
も
Ｅ

Ｒ
Ｍ
を
導
入
し
や
す
い
よ
う
、
原
則
主
義

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
し
、
構
成
要
素
に

紐
づ
い
た
20
の
原
則
を
設
定
し
、
実
務
上

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
と

Ｅ
Ｒ
Ｍ
へ
の
適
用

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
係
る
戦
略
と
リ
ス
ク
管
理
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
伴
い
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
世
界
経
済
人
会
議（
以
下
、「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ

Ｄ
」と
い
う
）と
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
と
が
共
同
で
全

社
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
環
境
・

社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
リ
ス
ク
へ
の
適

用
に
係
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
発
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
前
記
で
説
明
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ

関
連
リ
ス
ク
に
適
用
す
る
か
と
い
っ
た
方

法
に
つ
い
て
の
示
唆
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
と
は
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
、
非
財
務
リ
ス
ク
、
ま
た
は
財

務
以
外
の
リ
ス
ク
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
普
遍
的
な
ま
た
は
合
意
さ
れ
た

定
義
は
現
状
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

前
記
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
な
か
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

関
連
リ
ス
ク
を
、「
事
業
体
に
影
響
を
及
ぼ

し
得
る
環
境
、
社
会
、
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
お
よ
び
／
ま
た
は

機
会
で
あ
る
」と
定
義
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ

Ｇ
関
連
リ
ス
ク
は
必
ず
し
も
新
し
い
も
の

で
は
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
環
境
問

題
に
対
す
る
社
会
の
意
識
の
高
ま
り
に
よ

り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
事

象
と
そ
れ
に
対
す
る
認
知
が
急
速
に
高

ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
投
資
家
か
ら
の
Ｅ

Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
は
大
き
く
、
各
企
業
が
提
出
す
る
ア

ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
そ

れ
に
対
応
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
着

目
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て

は
、
３
つ
の
課
題
が
あ
る
。

⑴　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
係
る

　
理
解
不
足

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
等
の
Ｅ

Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
知
識
不
足
に
よ
り
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
な
か
で
考
慮
で
き
て
い
な
い
こ
と

や
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
な
か
で
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
明

確
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

⑵　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の

　
影
響
評
価
の
困
難
性

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
に

は
、
リ
ス
ク
評
価
を
定
性
的
か
つ
定
量
的

に
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
リ
ス
ク
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
一

方
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
は
定
性
的
な
重

要
性
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
定
量
的
に

算
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
多
く
、

そ
の
結
果
、
優
先
順
位
づ
け
や
資
源
の
配

分
が
困
難
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

⑶　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る

連
携
不
足

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
、従
来
の
戦
略
リ
ス
ク
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
ス
ク
ま
た
は
財
務
リ
ス
ク
を
管
理

す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
と
分
か

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
と
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
担
当
者
と
の
間
に
、
機
能
横
断
的

な
連
携
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に

関
す
る
対
応
策

Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
が
公
表
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
前
記
で
挙
げ
た
よ
う
な
課
題
を
克

服
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に

組
み
込
み
、
推
進
す
る
う
え
で
の
対
応
案

を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
を
参
考
に

５
つ
の
対
応
案
を
次
に
挙
げ
る
。

⑴　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
取
込
み

事
業
体
の
中
長
期
的
な
存
続
と
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
は
、
戦
略
と
目
標
の
達
成
に
影
響

を
与
え
る
複
雑
で
相
互
に
関
連
す
る
一
連

の
リ
ス
ク
を
予
測
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る

能
力
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
組
込
み
や
、
影
響
評
価
に
つ
い
て

継
続
的
に
検
討
し
、
対
応
し
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
の
企
業
経
営
に
お
け
る
重
要
事

項
の
１
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関

連
リ
ス
ク
を
現
状
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
し
く
み
に
組
み
込
む
た
め
に
、
戦
略

リ
ス
ク
や
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
リ
ス
ク
な
ど
の

内
部
統
制
で
検
証
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も

前
提
と
し
な
い
リ
ス
ク
と
し
て
、
枠
組
み

に
含
め
て
対
応
す
る
こ
と
が
１
つ
の
対
応

策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
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⑵　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
明
確
に

す
る
共
通
用
語
の
定
義

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
と
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
専
門
家
チ
ー
ム
と
が
有

機
的
に
連
携
を
行
う
た
め
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関

連
リ
ス
ク
に
関
す
る
共
通
の
用
語
定
義
を

持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

に
係
る
具
体
的
な
課
題
イ
メ
ー
ジ（
図
表

２
）を
も
っ
て
、
議
論
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
有
用
で
あ
る
。

⑶　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
定
量
的

評
価

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
を

適
時
に
正
確
に
把
握
し
、
現
状
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
こ

と
で
、 

経
営
者
は
総
合
的
に
評
価
し
資
源

配
分
を
最
適
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
今
後
、
リ
ス
ク
を
定
性
面
だ
け

で
な
く
、
定
量
面
に
お
い
て
も
中
長
期
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
経
営
上
有
用
で
あ

る
。
実
務
の
な
か
で
も
、
徐
々
に
定
量
化

に
向
け
た
算
出
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
ツ
ー

ル
が
作
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に

　
対
応
す
る
体
制
構
築

定
義
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
収

集
・
評
価
す
る
役
割
や
し
く
み
構
築
に
対

し
て
投
資
を
行
い
、
体
制
構
築
を
す
る
こ

と
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
体
制
整
備
を
す
る
う
え
で
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
の
な
か

で
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
助
言
を
得
る
と

い
っ
た
組
織
横
断
的
な
連
携
の
し
く
み
を

作
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

⑸　
開
示
の
改
善

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
経
営
者
が
正
し

く
理
解
し
、
適
切
に
外
部
に
開
示
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
企
業
価
値
を
正
し

く
外
部
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
社
内
で
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
活
用
し
、

有
価
証
券
報
告
書
や
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー

ト
の
リ
ス
ク
情
報
の
開
示
の
検
討
を
す
る

際
に
、
明
示
的
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に

係
る
項
目
や
内
容
の
過
不
足
が
な
い
か
と

い
う
視
点
を
も
つ
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

ま
と
め

Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス

ク
を
取
り
扱
う
こ
と
は
、
今
後
の
企
業
経

営
、
特
に
中
長
期
の
方
向
性
を
決
め
る
に

際
し
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
。
一

方
、
現
状
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ

ス
ク
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
次
の
３
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
る
の
が
有
用
で

あ
る
。

①　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
社
内
で
共
通

の
言
葉
と
し
て
語
れ
る
よ
う
、自
社
に

関
わ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク

ユ
ニ
バ
ー
ス（
リ
ス
ク一覧
）に
加
え
る
。

②　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
の
重
要
性
を

判
断
す
る
た
め
の
、評
価
指
標
を
設
け

る
。

③　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
リ
ス
ク
に
向
き
合
う
た

め
に
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
専
門
家
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
と
が

協
働
で
き
る
体
制・し
く
み
を
構
築
す

る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
現
在
の

複
雑
か
つ
急
速
に
変
化
す
る
リ
ス
ク
へ
対

応
す
る
能
力
を
高
め
、
企
業
価
値
の
継
続

的
な
向
上
へ
貢
献
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。佐々木　康之（ささき・やすゆき）

PwCあらた有限責任監査法人
リスク・デジタル・アシュアランス部門　
内部監査サービス部
シニアマネージャー
公認会計士
2011年公認会計士登録。化学素材、製薬、
機械等のメーカーに対する会計監査・内
部統制監査を担当後、現在の内部監査
サービス部に異動し、内部監査、不適切
事案調査、リスクマネジメント・コンプラ
イアンス体制の構築・改善等に係るアド
バイザリー業務に従事。

（図表２）　ESGの課題とテーマ
領域 10のテーマ ESGの課題例

環境

気候変動 炭素排出量とカーボンフットプリント、気候変動の脆弱性
天然資源 水資源への負荷、生物多様性と土地利用、原材料調達
汚染と廃棄物 有害排出物、廃棄物（包装材など）
環境の機会 グリーンテクノロジーの活用、再生可能エネルギーの活用

社会

人的資本 労務管理、健康と安全、人材開発、サプライチェーン内の労働基準

製造物責任 製品・サービスの安全性と品質、プライバシーとデータセキュリティ、
責任ある投資

ステークホルダーの反対 不適切な調達
社会的機会 コミュニケーションのアクセス、製品・サービスへのアクセス

ガバナンス コーポレート・ガバナンス 取締役会・監査役会、役員報酬、財務報告
企業行動 企業倫理、反競争的慣行、税の透明性、不正

（出所）　MSCI ESGの課題とテーマを参考にPwC作成
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